
裏面もごらんください。 
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《参加者募集》 

今
回
は
「
高
崎
の
散
歩
道
」
第
１１
集
（
高
崎
観
光
協
会
発
行
）
の

鼻
高
編
を
皆
で
読
み
解
き
ま
す
。 

【
期
日
】
７
月
１５
日
・
２２
日
・
２９
日
、

毎
週
火
曜
日
、
全
３
回 

【
時
間
】
午
前
１０
時
～
正
午 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
定
員
】
一
般
成
人
、
20
人
程
度 

【
費
用
】
無
料 

【
テ
ー
マ
】 

＊
少
林
山
の
古
墳
群
と
文
化
財 

 

＊
少
林
山
達
磨
寺
と
だ
る
ま
作
り 

 

＊
白
き
花
の
里
・
タ
ウ
ト
の
散
歩
道 

 

＊
鼻
高
民
俗
誌 

        

    

＝ 

第
９
回 

『わ
が
ま
ち
鼻
高
』 

鼻
高
学
講
座
開
催
＝ 

「鼻
高
の
歴
史 

そ
の
魅
力
を
知
る
」 

～
地
域
を
知
り
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
を
創
ろ
う
～ 

 

【
解
説
】
元
鼻
高
町
第
２
区
長
・
飯
沼
和

雄
さ
ん
、
飯
沼
努
さ
ん 

【
司
会
】
飯
沼
直
樹
さ
ん 

【
申
込
み
】
７
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
付
け
ま
す
。（
電

話
申
込
可 

℡
３
２
２
・
９
１
０
０
） 

【
主
催
】
高
崎
市
鼻
高
公
民
館 

【
共
催
】
鼻
高
小
校
区
生
涯
学
習
推
進
員 

《参加者募集》 

＝
少
年
少
女
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
＝ 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に 

夏
休
み
の
ワ
ク
ワ
ク
体
験 

《事業報告》 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
ク
ラ
フ
ト
作
り

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。夏
休
み
の
ひ
と
時
を
み
ん
な
で
楽
し

く
過
ご
し
、
思
い
出
を
残
し
ま
し
ょ
う
。 

楽
し
み 

【
期
日
】
７
月
２８
日
（
月
） 

【
時
間
】
午
後
１
時
～
３
時 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室

【
対
象
】
小
学
校
児
童
１
年
生
～
６
年 

 

生
（
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
同
伴
も

歓
迎
） 

【
人
数
】
３０
人
程
度 

【
費
用
】
無
料 

【
持
ち
物
】
上
履
き
、
水
分
補
給
の
飲
み

物
、
ハ
ン
カ
チ
、
タ
オ
ル
等
。（
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
） 

    

【
指
導
者
】
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
隊
員 

【
申
込
み
】
７
月
１
日
（
火
）
か
ら

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
鼻
高
公
民

館
で
受
け
付
け
ま
す
。（
電
話
申
込

み
可
。
土
・
日
・
祝
日
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
） 

今年度最初の事業は『鼻高

周辺の歴史と自然に触れる』

と題して、鼻高からも近く、

板鼻と里見にまたがる天神山

までを散策しました。 

途中板鼻では皇女和宮の資

料館を見学。中山道を通り

16 歳の和宮は京都から江戸

へ 50 ㌔の花嫁行列となって

徳川家に輿入れ。行列の長さ

は想像を超えるものでした。 

天神山では高原の爽やかな

風が流れる中、頂上で揃って

昼食。ほおばったおにぎりは

格別でした。 

5 月 16 日（金） 

新緑の里山ウォーキング 

《天神山自然の森散策》 

板
鼻
の
皇
女
和
宮
資
料
館 

天神山山頂からの展望、前橋方
面を望む 

新緑の中を歩く参加者の皆さん 

http://takasaki.manabi365.net/


                   

本の題名 著者名 

人魚が逃げた 青山美智子 

団地のふたり 藤野千夜 

編むことは力 ロレッタ・ナポリオーニ  佐久間裕美子・訳 

桜が散っても 森沢明夫 

霜月記 砂原浩太朗 

カフネ 阿部暁子 

春立つ風 あさのあつこ 

非正規介護職員ヨボヨボ日記 真山 剛 

節約しながら糖質オフ！３６６レシピ  

恋とか愛とかやさしさなら 一穂ミチ 

それいけ！平安部 宮島未奈 

猫の刻参り 三島屋変調百物語拾之続 宮部みゆき 

ありか 瀬尾まいこ 

謎の香りはパン屋から 土屋うさぎ 

定食屋「雑」 原田ひ香 

よむよむかたる 朝倉かすみ 

公民館図書室は地域の図書館です。 
新しい図書が入りました。ご利用ください。 

誰でも本を借りることができます。どんな本があるか見に来ませんか。 

読んでみたかった本が見つかるかもしれません。見学だけでも自由です。 

図書室が開いている時間  毎週水曜日・金曜日 午後１時３０分～午後４時 

                （公民館が休館日の時は図書室も休みです。） 

   

蔵書数   一般図書  ２，３００冊 

        児童図書  ２，１００冊   

 

鼻高公民館図書室の特徴  宮沢賢治作品のコーナーがあり、「宮沢賢治文庫」とし

て関連書籍６0冊以上の本や紙芝居が揃えてあります。 

 

図書ボランティアを募集しています 

 図書室の整理や本の貸出しなどを一緒にしていただける方を募集して 

います。関心のある方は一度公民館図書室へ来て、様子をごらんください。 

《問い合わせ》 電話 322-9100 

  


